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茶学総合研究センター 中村順行

世界の茶・日本の茶

世界から見た日本茶の特質

静岡県立大学 中村順行 2

ツバキ属の中のチャ

Genus Camellia
Subgen. Protocamellia
Subgen. Camellia
Sect. Oleifera

C.oleifera
C.sasanqua

Sect. Camellia
C.japonica

Subgen. Thea
Sect. Thea

C.sinensis
var.sinensis
var.assamica

C.taliensis
C.irawadiensis

Sect. Chrysantha
C.chrysantha

Subgen. Metacamellia
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ツバキ（山茶）科に属する永年性常緑樹

1935年 第6回世界植物学会議

チャ属とツバキ属をツバキ（Camellia）属とする

1958年 Sealy 「ツバキ属の改訂」：チャをツバキ属チャ節とす
る。

チャ節（Section Thea）

チャ（C. sinensis (L.) O. kuntze）

中国種（ C. sinensis var. sinensis ）

アッサム種（ C. sinensis var. assamica）

引用文献 Sealy,J.R.:

A revision of the genus Camellia, Royal Horticultural 
Society, London, p.239 (1954)

お茶の木はツバキの親戚？

チャの分類
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アッサム種と中国種

アッサム種 中国種
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世界のチャの栽培地域

6世界における茶の国別生産量と栽培面積(2013)

世界における茶の生産量の推移

世界における茶の生産

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

カテキン論文数の推移(google scholar)
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主要国の茶の輸出量の推移

世界の茶輸出の推移

インド・インドネシア：国内消費の拡大
アルゼンチン・ベトナム：輸出拡大
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世界における茶の消費 順位 国名 消費量(kg)

1 リビア 2.34

2 アフガニスタン 2.19

3 トルコ 2.02

4 イギリス 1.92

5 モロッコ 1.76

6 アイルランド 1.62

7 台湾 1.59

8 カタール 1.45

9 スリランカ 1.35

10 香港 1.33

11 チリ 1.21

12 エジプト 1.14

13 シリア 1.14

14 イラク 1.11

15 イラン 1.07

16 中国 1.04
17 ニュージーランド 0.98
18 CIS諸国 0.96
19 日本 0.94
20 チェニジア 0.86
23 インド 0.73
30 カナダ 0.48
33 アメリカ 0.41
36 インドネシア 0.34
37 ドイツ 0.34
40 フランス 0.23

世界各国の茶の一人当たり消費量

(2011～2013)
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生茶

着香茶
竜鳳
団茶

抹茶
蒸製
団茶

日干茶
火焙茶

紅茶

烏龍茶

釜炒
緑茶

普洱
緑茶

蒸製
緑茶

工芸茶

発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記
紅茶が世界
に広まる

広東語 CHA

福建語 TAY

大航海時代

1606年東インド会社

ヨーロッパへ

1773年 ボストン茶会事件

1840年 アヘン戦争

広東語 CHA

福建語 TAY

大航海時代

1606年東インド会社

ヨーロッパへ

1773年 ボストン茶会事件

1840年 アヘン戦争

ボストンティパーティ事件(1773)

アヘン戦争(1840～1842)

茶には2000年の歴史

茶の分類
緑茶（不発酵茶）

蒸し製緑茶(日本式)
釜炒り製緑茶(中国式)

青茶「ウーロン茶」（半発酵茶）
紅茶（発酵茶）
※発酵：葉の酵素による酸化反応

黒茶「後発酵茶」（堆積茶）
※発酵：微生物発酵

その他
白茶
黄茶
二次加工茶

最近では中国式の６茶種に分類されることが多い

お茶の種類の多様性 お茶の飲み方の多様性
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13

発酵茶(紅茶)製造工程

生 葉 萎 凋 ローターバン 発 酵玉解き
篩い分け

揉 捻

CTC

乾 燥

紅茶
Auction

手摘み

分級
篩い分け

オーソドックスタイプ

非オーソドックスタイプ

半オーソドックスタイプ

レッグカット

Silver Tip

（スリランカ）

2nd flush
（ダージリン）

1st flush
（ダージリン）

BOP

（スリランカ）

autumnal  
（ダージリン）

（1923年開発）

（1930年頃開発）

（1958年開発）

揉捻工程

発酵茶(紅茶)製造工程

摘 採

乾 燥CTC

発 酵
揉捻機

萎 凋
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半発酵茶(ウーロン茶)製造工程

生葉 日光萎凋 室内萎凋 殺青 揉捻 乾燥
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日本茶(煎茶)製造工程

Tea steaming machine Primary drying tea roller Tea roller Tea steaming machine

Primary drying tea roller

Finally drying 
tea roller

Tea dryerSecondary drying 
tea roller
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日本茶の種類別生産量比率

煎茶
63.4%

番茶
24.8 %

かぶせ茶
4.8 %

玉緑茶
2.7 %

てん茶
1.2 %

玉露
0.2 %

その他
2.2 %

日本における種類別茶種の比率 (2013)
1818

日本茶の種類

煎茶

てん茶

玉露

玉緑茶
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1919

日本茶の種類

玄米茶

ほうじ茶番茶

釜炒り茶
20

日本における茶の生産と輸出入の推移
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外需による茶業発展期

内需による煎茶の
全国への普及期

多様化への対応期
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品種茶の導入による茶園の変化

優良品種の育成と普及

挿木繁殖茶園による生産性の向上

在来茶園

実生による在来茶園から優良品種の育成と挿木による栄養繁殖茶園
にすることで収量性・品質の向上が果たされた

Yutakamido
ri

Sayamakaori

Kanayamid
ori

Okumid
ori

Yabukit
a
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摘採は手摘みから可搬型摘採機を経て乗用型機械に変わり、著しく摘
採能率を向上してきた

手摘み

可搬型摘採機

乗用型摘採機

摘採方法の変化
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製造方法の変化

製造は手揉みから機械化され、徐々に投入量を増加させるとともに最
近ではコンピュータ制御による自動化に技術革新したことで、日本独
自の生産加工技術を確立し、品質の高位平準化に貢献してきた

手揉み
機械揉み

機械揉み
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日本の代表的な茶園風景

直接被覆下茶園

積雪下の茶園(秋田県)

一般的な茶園
(可搬型摘採機用茶園)

乗用型摘採機用茶園

覆下茶園(玉露栽培)
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リーフ紅茶

リーフ紅茶

リーフ紅茶

ＴＢ紅茶

ＴＢ紅茶

ＴＢ紅茶

リーフウーロン茶

リーフウーロン茶

リーフ
ウーロン茶

TBウーロン茶

TBウーロン茶

リーフ
緑茶

リーフ緑茶

リーフ緑茶

TB緑茶

TB緑茶

TB緑茶

フレーバー
ティー

フレーバーティー

フレーバー
ティー

ボトル入り
茶系飲料

ボトル入り
茶系飲料

ボトル入り
茶系飲料

茶を原料としない
お茶

茶を原料としない
お茶

茶を原料としない
お茶

粉末茶

粉末茶

粉末茶

わからない、飲まない

その他

その他

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北⽶

アジア

EU他

飲⽤茶種類（複数回答） n=405

海外ではどのようなお茶が飲まれているのか

世界における日本茶の飲用実態世界における緑茶の生産量
と輸出量(2012)

生産量
約150万ｔ

日本
約 8万t

輸出量
約33万ｔ

日本
約０．３５ｔ

世界における日本茶

日本茶の選ばれる理由

アジアでは和食に合う、文化性が高い、北米では美味しい、香味機能性が豊
かなどの理由で日本茶が選ばれている
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億円t

数量

63.9億円

2,848トン

日本茶（緑茶）の輸出の推移

輸
出
数
量

輸
出
額

日本茶(緑茶)の輸出の推移と目標
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ドイツ 140トン
7.7億円

アメリカ 1406トン
30.1億円

カナダ 188トン
3.1億円

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 205トン
6.1億円

台湾 365トン
4.2億円

全体 1位 2位 3位
H20 1,701 アメリカ 776 カナダ 162 ドイツ 124
H21 1,958 アメリカ 1,063 カナダ 149 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 131
H22 2,232 アメリカ 1,136 カナダ 172 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 169
H23 2,387 アメリカ 1,228 カナダ 198 台 湾 171
H24 2,351 アメリカ 1,127 台 湾 262 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 257
H25 2,848 アメリカ 1,406 台 湾 365 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 205

近年の緑茶の輸出状況 (単位:ﾄﾝ)

タイ 131トン
2.1億円

香港 78トン
2.1億円

マレーシア 78トン
1.3億円

フランス 56トン
1.5億円

オランダ 29トン
1億円

日本茶の主な輸出先(平成25年度)

粉末茶に対して求める価値

米国における緑茶輸入国の推移
2009 2013 伸び率

インド 604 3.9 1036 4.6 1.72
中国 8546 55.6 14234 63.2 1.67
日本 1416 9.2 1700 7.5 1.20
ドイツ 1165 7.6 732 3.2 0.63
ブラジル 314 2.0 508 2.3 1.62
台湾 375 2.4 426 1.9 1.14

合計 15236 99.1 22534 100.0 1.48

Internatioal tea committee

米国における日本茶 米国における緑茶の大部
分は中国茶(63%)であ
り、日本茶は7.5%にとど

まる。また、大部分は
ティーバッグで飲まれて
いるが、価格は高い。
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知って
いる

食べたこ

と飲んだ

ことがある

とても食
べたい

やや食
べたい

全く食べ
たくない

(菓子類) 71.0 49.0 42.0 35.0 9.0

(飲料) 84.0 63.0 47.0 37.0 5.0

(食べ物) 54.0 35.0 40.0 36.0 5.0

(その他

の緑茶

加工品)

44.0 27.0 24.0 38.0 9.0

緑茶加工品・緑茶を使用したものについて？

抹茶・粉末茶の多用途利用

抹茶ラテ、抹茶アイスのように海外から
日本に逆輸入

緑茶加工品・緑茶を使用した料理などについてどのように感じますか？

抹茶・粉末茶についての感想

33

世界の茶のなかでの
日本茶の特質は!!

・浸出液が緑色であること

・蒸熱処理のため、浸出液

中に成分が溶出しやす

いこと

・旨味のアミノ酸含量が高

く、カテキン類の濃度が

低いこと

・香りに若葉の新鮮香が

あること

・針状のお茶であること

・ビタミンCを多く含むこと

・歴史、文化性が高いこと
Vitamin C  content of various tea

日本茶の特質は 針状のお茶であること

蒸して細く撚れるお
茶は日本茶しかない

浸出液が緑色であること

発酵の程度による分類

後発酵 緑茶

白茶

青茶

煎茶、

龍井茶

白牡丹

０％

４０％

６０％

８０％

１
０％

包種茶

東方美人

紅茶

安渓鉄観音

凍頂烏龍

武夷岩茶

発酵の程度による分類

後発酵 緑茶

白茶

青茶

煎茶、

龍井茶

白牡丹

０％

４０％

６０％

８０％

１
０％

包種茶

東方美人

紅茶

安渓鉄観音

凍頂烏龍

武夷岩茶

アミノ酸含量が高く、カテキン類の濃度が低い

緑茶

ウーロン茶

紅茶
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カテキン類
アミノ酸

緑茶

ウーロン茶

紅茶

生葉のカテキン類含量
中 国 種：13～17%

中 葉 種：16～23%

アッサム種：25～30%

※紅茶茶はカテキン類が酸化
され、重合しテアフラビン
類、テアルビジン類に変化
し、赤色となる。
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青葉の香りがすること

紅茶・ウーロン茶様香気

花様香気

糖 糖

プリメベロシダーゼ
青葉様香気

糖

揉捻・乾燥ストレス

植物補助色素
（クリプトクローム、
ファイトクローム）

クロロフィルa

酸化還元補酵素

電子伝達

ATP生産

一次代謝経路

二次代謝経路

煎茶の香り

糖 糖

殺青
揉捻

中国緑茶は
釜炒り香

ビタミンCを多く含有すること

*「一碗からピースフルネスを」をテーマに
15世千宗室（鵬雲斎玄室大宗匠）が平和の
尊さを茶道の精神をもって訴える活動をハ
ワイを皮切りに世界中で行い、茶道は日本
文化を代表するものになった。

日本茶による精神文化

岡倉天心


